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今月の
　記念日

材料（４人分）

■ マグロ油漬け（ツナ）160ｇ、三度豆12ｇ、にんじん40ｇ、ホールコー
ン40ｇ、土生姜３ｇ、米サラダ油適量、調味料（濃口醤油大さじ３分の
２、砂糖大さじ１、みりん大さじ２分の１）

①三度豆は小口切りに、にんじんと土生姜はみじん切りにする。
②油で土生姜を炒る。
③ にんじんを炒めて柔らかくなったらツナとコーンを入れて炒め、さらに
三度豆を加えて炒める。
④調味料を合わせて入れ、煮る。
⑤ 調味料に汁気がなくなるまで（材料がパラパラになる感じ）煮て、でき
あがり。

作り方

　コロナ禍の真っただ中にもかかわらず、準備がすすめられる東京五輪。そん
な折りの2021年６月６日付朝日新聞に投稿されたのが「一日も早く、五輪中止
を決断するしか道はない。賠償金を払わねばならないのなら払えばいい。経済
は取り戻せても、人の命は取り戻せないのだ」との一文であった。能登半島地
震被災地で依然２万戸以上が断水し、１万2000人以上の方が避難所生活を送る
今、大阪・関西万博も「中止を決断するしか道はない」。

　1966年の国連総会で制定されました。1960年３月21日、南アフリカの「人種隔離政策（アパルトヘイト）」に
反対する平和的なデモ行進に警官隊が発砲し、死者69人と負傷者180人以上の事件がありました。人種差別への
抗議行動が広がり、1965年12月21日「人種差別撤廃条約」が採択され、1966年10月26日の国連総会で「国際人種
差別撤廃デー」が定められました。アパルトヘイトの撤廃で闘い抜いたネルソン・マンデラ氏が1993年にノーベ
ル平和賞を受賞、1994年に南アフリカで初めて黒人大統領になりました。差別を根絶して、誰もが自由で平等に
生きていける世界になっていますか？

一日も早く、五輪中止を
決断するしか道はない

３月21日
国際人種差別
撤廃デー

　

「
女
は
家
に
あ
っ
て
は
父
に
従
い
、
嫁
い

で
は
夫
に
従
い
、
夫
な
き
後
は
子
に
従
う
」

と
さ
れ
た
大
正
時
代
に
、
結
婚
制
度
や
社
会

道
徳
に
真
正
面
か
ら
異
議
を
申
し
立
て
、
自

由
と
女
性
解
放
に
生
涯
を
か
け
た
社
会
運
動

家
・
伊
藤
野
枝
を
描
い
て
い
ま
す
。
２
０
２

２
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
で
放
送
さ
れ
た
吉
高

由
里
子
主
演
の
ド
ラ
マ
「
風
よ　

あ
ら
し

よ
」
を
劇
場
版
と
し
て
再
編
集
し
、
ス
ク
リ

ー
ン
に
登
場
し
ま
し
た
。
原
作
は
村
山
由
佳

の
同
名
の
小
説
で
す
。

　

福
岡
の
田
舎
の
貧
し
い
家
で
育
っ
た
伊
藤

野
枝
は
、
家
族
を
支
え
る
た
め
の
結
婚
に
納

得
が
い
か
ず
、
単
身
上
京
し
て
最
初
の
夫
で

赤川　次郎　
（作家　1948年～）

「
風
よ　

あ
ら
し
よ
」

「
風
よ　

あ
ら
し
よ
」

戦
前
、自
由
と

　

女
性
解
放
運
動
に
身
を
投
じ
た
人
が
い
た

ツナそぼろご飯の具

岸和田市職労 学校支部 給食分会

協力：現業評議会・給食部会

　

大
阪
府
南
部
に
あ
る
阪
南
市
で
、
酒
造

り
創
業
３
０
０
年
、
大
阪
府
内
で
最
古
の

酒
造
会
社「
浪
花
酒
造
」を
紹
介
し
ま
す
。

あ
く
ま
で
手
造
り
に
こ
だ
わ
り
、
自
然
豊

か
な
和
泉
山
脈
か
ら
の
清
冽
な
地
下
水
を

使
用
し
て
仕
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
ど
ん
な
に
機

械
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
の
時
代
が
来

よ
う
が
、
手
造
り
に
徹
し
、
心
の
こ
も
っ

た
お
酒
を
造
る
こ
と
で
す
」と
あ
り
ま
す
。

お
酒
造
り
の
魅
力
と

歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
空
間

　

趣
の
あ
る
建
物
に
入
る
と
直
売
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
傍
ら
に
、
長
い
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
「
半
切
り
桶
」「
ぬ
く
め
」「
か

い
」
な
ど
の
酒
造
り
に
必
要
な
道
具
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
広
い
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
目
見
て
「
酒
造

り
」
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
経
営
理
念
」
に
、「
酒
造
り
」
へ
の
熱

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
す
え
「
日
本
酒
を

若
者
や
海
外
へ
も
届
け
た
い
」

　

十
代
目
社
長
の
成
子
和
弘
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。「
日
本
酒
造
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
」「
炭
酸
入
り
や
フ
ル
ー

ツ
の
よ
う
な
お
酒
な
ど
、
若
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」「
海

外
で
日
本
酒
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

も
っ
と
海
外
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
い

う
夢
と
希
望
が
多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
浪
花
酒
造
」
の
見
学
は
、
対
応
な
ど

を
考
慮
し
て
「
最
低
催
行
人
数
５
名
以

上
」
で
す
。
日
本
酒
造
り
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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大阪府で最古の地酒蔵
手造りに徹した酒造り

浪花酒造
阪南市

直
売
所
に
酒
造
り
の
道
具
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す

あ
る
辻
潤
と
出
会
い
ま
す
。「
元
始
、
女
性

は
太
陽
で
あ
っ
た
」
と
宣
言
し
、
男
尊
女
卑

の
風
潮
が
色
濃
い
社
会
に
異
を
唱
え
て
「
青

鞜
社
」
を
立
ち
上
げ
た
平
塚
ら
い
て
う
に
感

銘
を
受
け
た
野
枝
は
、
ら
い
て
う
の
運
動
に

参
加
し
ま
す
。「
青
鞜
社
」
は
、
ら
い
て
う

か
ら
野
枝
が
中
心
に
な
り
婦
人
解
放
を
唱
え

て
い
き
ま
す
。
辻
潤
と
別
れ
、
生
涯
を
と
も

に
す
る
無
政
府
主
義
者
・
大
杉
栄
と
の
出
会

い
、
そ
し
て
関
東
大
震
災
に
よ
る
混
乱
の
な

か
で
大
杉
栄
と
伊
藤
野
枝
を
襲
っ
た
悲
劇
な

ど
、
伊
藤
野
枝
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
描

い
て
い
き
ま
す
。

　

伊
藤
野
枝
役
を
吉
高
由
里
子
、
平
塚
ら
い

て
う
役
を
松
下
奈
緒
、
辻
潤
役
を
稲
垣
吾

郎
、
大
杉
栄
役
を
永
山
瑛
太
が
そ
れ
ぞ
れ
演

じ
て
い
ま
す
。
伊
藤
野
枝
は
二
人
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
７
人
の
子
ど
も
を
産
み
ま
す
が
、
中

で
も
辻
潤
と
伊
藤
野
枝
の
子
ど
も
で
あ
る
辻

ま
こ
と
は
、
山
岳
挿
絵
画
家
と
し
て
知
ら

れ
、
多
く
の
書
画
を
残
し
、
山
岳
愛
好
者
に

親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

上
映
時
間
は
１
２
７
分
で
す
。

■
阪
南
市
尾
崎
町
三
丁
目
13
番
６
号

　

（
南
海
「
尾
崎
駅
」
よ
り
徒
歩
５
分
）

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
２
―
４
７
２
―
０
０
３
２

■
営
業
時
間　

平
日
10
時
〜
17
時

　

土
日
祝
10
時
〜
16
時

■
駐
車
場
は
乗
用
車
７
台
駐
車
可
能

冷めてもおいしい
お弁当にも最高～


